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― 1 ― 山崎闇斎と『旧事大成経』

山
崎
闇
斎
と
『
旧
事
大
成
経
』

　
　

西
岡
和
彦

　
　
　

は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在
―

　

山
崎
闇
斎
は
『
旧
事
大
成
経（

1
（

』
を
参
照
し
た
神
道
家
の
一
人
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
河
野
省
三
博
士
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

�

伊
勢
貞
丈
の
『
神
道
独
語
』
に
、「
此
大
成
経
の
偽
を
知
ら
ず
し
て

用
る
神
道
者
も
あ
り
、
学
者
も
引
用
る
人
あ
り
」
と
云
う
て
を
る
や

う
に
、
近
世
初
期
の
末
、
山
崎
闇
斎
等
を
始
め
、
殊
に
そ
の
中
期
以

降
、
此
の
書
を
引
用
し
、
尊
重
す
る
学
者
、
神
道
家
は
少
く
な
い（

（
（

。

　

か
く
て
闇
斎
は
大
著
『
風
水
草（

（
（

』
や
『
風
葉
集（

（
（

』
に
『
大
成
経
』
を
頻

繁
に
引
用
し
た
（
た
だ
し
、『
風
葉
集
』
は
一
箇
所
の
み
）
こ
と
か
ら
、『
大
成
経
』

を
尊
重
す
る
神
道
家
と
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
森
田
康
之
助
博
士
も
「
旧
事
大
成
経
を
め
ぐ
る
問
題
」
に
て
、

「
私
は
闇
斎
翁
が
旧
事
本
紀
を
尊
重
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
光
宥
・
坦
斎

の
思
想
の
上
に
連
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
推
測
し
て
ゐ

る（
（
（

」
と
い
う
。
こ
こ
の
『
旧
事
本
紀
』
と
は
『
旧
事
大
成
経
』
を
指
す
。

光
宥
と
坦
斎
は
、
と
も
に
山
鹿
素
行
に
神
道
を
教
授
し
た
方
で
、
按あ
ぜ
ち察

院

先
住
光
宥
法
印
と
忌
部
神
道
の
嫡
流
と
さ
れ
る
広
田
坦
斎
を
指
し
、
と
も
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に
『
大
成
経
』
の
編
纂
に
何
ら
か
の
形
で
関
係
し
た
と
目
さ
れ
る
人
物
で

あ
る
。
そ
し
て
、
闇
斎
も
素
行
同
様
に
彼
等
か
ら
何
ら
か
の
思
想
的
影
響

を
受
け
た
こ
と
が
、『
大
成
経
』
を
尊
重
す
る
に
繋
が
っ
た
も
の
、
と
見

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
久
保
田
収
博
士
は
「『
旧
事
大
成
経
』
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」

に
て
、「
今
井
似
閑
は
本
書
（『
大
成
経
』
―
西
岡
注
）
が
「
古
書
」
で
あ

る
こ
と
を
信
じ
、
山
崎
闇
斎
も
『
神
代
巻
風
葉
集
』
や
『
中
臣
祓
風
水
草
』

に
本
書
を
引
用
し
て
ゐ
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
潮
音
が
こ
れ
を
偽
作
と
考

へ
な
か
つ
た
と
し
て
も
ふ
し
ぎ
で
は
な
い
。
そ
れ
が
当
時
の
学
問
的
風
潮

で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る（

（
（

」
と
い
う（

（
（

。

　

一
方
で
、
闇
斎
の
『
大
成
経
』
尊
重
説
に
疑
義
を
呈
し
た
人
物
も
い
る
。

そ
の
一
人
が
闇
斎
の
曾
孫
弟
子
谷
川
士こ
と
す
が清

で
あ
る
。
著
書
『
五
部
書
辨
偽
』

（
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
）
は
、
吉
見
幸よ
し
か
ず和

著
『
辨
偽
書
造
言
総
論（

（
（

』
の
批

評
を
そ
の
個
所
の
欄
上
に
記
し
た
書
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
な
か
で
、
次
の
幸
和

の
説
を
批
判
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
て
い
る
。

　
　

�

伊
雑
宮
社
人
、
二
社
三
宮
図
ヲ
板
行
シ
、
先
代
旧
事
大
成
経
百
余
巻

ヲ
梓
ニ
鋟
テ
世
ニ
流
布
セ
シ
メ
、
伊
雑
宮
ヲ
天
照
大
神
ノ
本
宮
ト
セ

ン
ト
ス
。
其
姧
邪
秘
計
詳
ニ
大
成
経
破
文
ニ
見
タ
リ
。
世
ニ
ハ
不
レ

弁
二
正
偽
一
者
コ
ソ
多
ケ
レ
。
今
以
大
成
経
ノ
残
編
ヲ
所
持
ス
ル
輩
、

実
ノ
神
書
ト
心
得
テ
秘
二
蔵
之
一
者
ア
リ
。
サ
ス
ガ
ノ
先
輩
モ
大
成

経
ヲ
引
用
ヒ
、
近
ク
ハ
出
雲
路
民
部
ナ
ド
モ
心
ヲ
ヨ
セ
、
玉
木
葦
斎

ナ
ド
モ
強
テ
不
レ
破
レ
之
、
眼
力
ノ
精
麁
宜
レ
在
レ
茲
也
。（
五
四
二
頁
）

　
『
大
成
経
』
が
禁
書
に
な
っ
た
原
因
は
、
伊
雑
宮
神
人
が
伊
雑
宮
再
興

と
神
領
返
還
の
運
動
を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、「
二
社
三
宮
図
」
や
「
伊

雑
宮
ヲ
天
照
大
神
ノ
本
宮
」
と
す
る
偽
説
を
主
張
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
り
当
初
協
力
的
で
あ
っ
た
伊
勢
両
宮
か
ら
訴
え
ら
れ
、
朝
廷
や
寺

社
奉
行
か
ら
非
難
を
受
け
、
つ
い
に
寛
文
事
件
（
寛
文
三
年
、
将
軍
直
訴

の
咎
で
神
人
四
十
七
人
が
伊
勢
・
志
摩
両
国
か
ら
追
放
に
処
さ
れ
た
事
件
）

に
ま
で
及
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
も
懲
り
ず
、
次
に
『
大
成
経
』
に

そ
れ
ら
の
説
を
挿
入
し
て
出
板
し
た
た
め
、
伊
勢
両
宮
か
ら
再
び
訴
え
ら

れ
、
本
書
は
天
下
の
偽
書
・
禁
書
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る（
（1
（

。
と
こ
ろ
が
、
世
間
で
は
、
そ
の
後
も
本
書
の
残
片
を
所
持
し
、

そ
れ
を
神
書
と
し
て
秘
蔵
す
る
者
が
い
る
、
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
士
清
が
批
判
し
た
の
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
幸

和
も
師
事
し
た
玉
木
葦
斎
（
正
英
）
を
、『
大
成
経
』
が
偽
書
で
あ
る
こ

と
も
見
破
れ
な
い
眼
力
の
持
ち
主
、
と
扱
き
下
ろ
し
た
こ
と
に
、
さ
す
が

の
士
清
も
黙
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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�【
批
】
先
輩
、
蓋
指
垂
加
翁
也
、
大
成
経
者
有
二
板
、
而
翁
之
所
引

是
旧
板
、
与
伊
雑
姦
板
者
異
矣
、
然
未
聞
翁
之
尊
信
此
書
、
唯
其
之

近
理
者
、
取
而
収
之
、
亦
仁
者
之
用
心
哉
、
出
雲
路
翁
、
不
知
信
之

耶
否
、
然
先
師
玉
木
翁
、
弁
之
偽
、
予
所
親
聞
而
今
猶
在
耳
、
則
出

雲
路
翁
亦
可
以
推
知
矣
、（
五
四
二
頁
）

　
「
先
輩
」
と
は
、
垂
加
翁
こ
と
山
崎
闇
斎
を
指
す
。
士
清
は
『
大
成
経
』

の
板
本
は
二
種
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
三
十
一
巻
の
鷦さ
さ
き鷯

本
と
七
十
二

巻
の
延
宝
本（
（（
（

を
指
す
。
も
う
一
つ
の
長
野
本
は
未
板
で
あ
る（
（1
（

。

　

そ
の
板
行
さ
れ
た
二
本
の
中
で
、
闇
斎
は
旧
板
の
鷦
鷯
本
を
用
い
、
そ

れ
は
伊
雑
宮
神
人
が
関
与
し
た
延
宝
本
と
は
異
な
る
も
の
、
と
士
清
は
主

張
す
る
。
こ
こ
は
注
意
し
た
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
闇
斎
が
『
大
成
経
』
を
「
尊
信
」
し
て
い
た
と
は
未
だ

聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
と
の
言
説
で
あ
る
。
闇
斎
は
「
仁
者
之
用
心
」
と

し
て
、
た
だ
「
近
理
」
の
み
を
抜
粋
し
引
用
し
た
ま
で
に
す
ぎ
な
い
、
と

い
う
。
こ
の
「
仁
者
之
用
心
」
と
は
、
お
そ
ら
く
舎
人
親
王
の
『
日
本
書

紀
』
編
纂
に
見
ら
れ
る
私
意
を
排
除
し
た
慎
重
な
方
針
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
。
闇
斎
は
そ
れ
を
「
敬
之
至
」（
闇
斎
著
『
藤
森
弓
兵
政
所
記
』）
と
し

て
終
生
模
範
と
し
た
の
で
あ
る（
（1
（

。

　

な
お
、「
出
雲
路
翁
」
と
は
闇
斎
の
直
弟
子
で
下
御
霊
社
祠
官
の
出
雲

路
信
直
の
こ
と
で
、
彼
の
こ
と
は
い
ざ
知
ら
ず
、
師
の
正
英
は
『
大
成
経
』

を
偽
書
と
認
識
し
て
い
た
、
と
断
言
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
正
英
の
親
炙

に
浴
し
て
い
た
時
に
、
直
接
師
か
ら
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
記
憶
が
今
も
鮮

明
に
甦
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
出
雲
路
翁
に
お
い
て
も
推
し
て
知
る

べ
し
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

闇
斎
の
古
典
や
史
料
の
抜
粋
引
用
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
孫
弟
子
の
伴

部
安
崇
も
著
書
『
旧
事
本
紀
玄
義
抜
萃
常
世
草
』
序
文
で
闇
斎
の
言
葉
と

共
に
伝
え
て
い
る
。

　
　

�

垂
加
霊
社
ノ
曰
、
玄
義
之
為
タ
ル

レ
書
固
ヨ
リ
涇
渭
瑜
瑕
之
甚
キ
者
ニ
シ
テ
而

其
粹
言
ハ
皆
神
宮
・
卜
部
之
旧
伝
精
義
也
、
君
子
不
二
以
レ
人
ヲ
廃
テ

一レ

言
ヲ
遂
ニ
抜
二
萃
シ
テ
玄
義
ヲ

一
（
後
略（
（1
（

）

　
「
垂
加
霊
社
」
こ
と
山
崎
闇
斎
は
、
慈
遍
の
『
旧
事
本
紀
玄
義
』
を
善

し
悪
し
の
甚
だ
し
い
書
だ
が
、
な
か
に
は
「
粹
言
」
も
あ
り
、
そ
れ
は
皆

伊
勢
神
道
や
卜
部
神
道
の
「
旧
伝
精
義
」
で
あ
る
、
と
い
う
。
そ
も
そ
も

君
子
は
人
を
見
て
そ
の
言
説
を
排
除
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
よ
っ
て
、
闇

斎
も
本
書
か
ら
優
れ
た
文
章
を
抜
粋
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ

る
。

　

閑
話
休
題
、
再
び
冒
頭
に
挙
げ
た
河
野
博
士
の
文
章
に
も
ど
ろ
う
。
伊
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勢
貞
丈
は
『
大
成
経
』
を
偽
書
と
知
ら
ず
参
考
に
し
た
り
、
引
用
し
た
り

し
た
神
道
者
や
学
者
が
い
る
、
と
指
摘
し
た
が
、
果
た
し
て
偽
書
の
概
念

が
、
貞
丈
や
幸
和
等
と
闇
斎
は
同
じ
で
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
闇
斎
が
用

い
た『
大
成
経
』が
ど
の
系
統
の
本
で
あ
っ
た
の
か
は
検
討
を
要
し
よ
う
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
久
保
田
博
士
の
い
う
『
大
成
経
』
を
尊
重
す
る
こ
と

が
、「
当
時
の
学
問
的
風
潮
で
あ
つ
た
」
な
か
で
、
闇
斎
は
そ
の
書
か
ら

何
を
得
よ
う
と
し
た
の
か
、
ま
た
垂
加
神
道
の
神
学
的
発
展
に
お
い
て
、

そ
の
書
が
い
か
な
る
貢
献
を
な
し
得
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、『
大
成
経
』
が
『
先
代
旧
事
本
紀
』
か
ら
段
階
的
に
加
筆
さ

れ
て
い
き
、
三
十
一
巻
本
や
四
十
巻
本
、
さ
ら
に
七
十
二
巻
本
へ
と
編
纂

出
板
さ
れ
、
そ
し
て
禁
書
と
な
っ
て
い
く
過
程（
（1
（

で
、
闇
斎
は
そ
の
書
に
い

つ
頃
出
合
い
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
活
用
抜
粋
し
て
き
た
の
か
を
検
討

し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
　
　

一
、『
旧
事
大
成
経
』
の
成
立
過
程
と
山
崎
闇
斎
と
の
接
点

　

伊
雑
宮
と
『
大
成
経
』
と
の
関
係
は
、
久
保
田
博
士
や
岩
田
貞
雄
氏
等

の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。そ
れ
ら
に
よ
る
と
、『
大
成
経
』

の
板
行
が
伊
勢
両
宮
の
激
怒
に
触
れ
、
そ
の
書
の
発
禁
の
み
な
ら
ず
板
行

の
書
と
板
木
の
破
却
ま
で
訴
え
ら
れ
る
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
書
に

「
伊
勢
二
社
三
宮
説（
（1
（

」
や
伊
雑
宮
の
「
内
宮
本
宮
説
」
と
い
っ
た
伊
勢
両

宮
を
貶
め
る
説
が
挿
入
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
偽
説
は
、

伊
雑
宮
神
人
に
よ
る
神
戸
（
神
領
）
返
還
運
動
の
な
か
で
発
生
し
た
。
そ

も
そ
も
、伊
雑
宮
は
内
宮
の
別
宮
に
属
し
、造
営
事
業
は
内
宮
が
支
配
し
、

そ
の
財
政
負
担
も
す
べ
て
差
配
し
て
き
た
。
し
か
し
、
室
町
幕
府
の
神
宮

へ
の
財
政
支
援
が
滞
る
よ
う
に
な
る
と
、
内
宮
は
伊
雑
宮
を
は
じ
め
別
宮

の
支
援
が
で
き
な
く
な
り
、
神
人
等
は
自
力
で
神
社
を
運
営
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
「
磯
辺
神
人
た
ち
が
伊
雑
宮
を
私
祀
化
、

私
営
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
伊
雑
宮
の
優
位
性
を
神
人
た
ち
が

主
張
し
た
り
、
ひ
い
て
は
謀
計
事
件
に
発
展
す
る
要
因
に
な
っ
た（
（1
（

」
と
岩

田
氏
は
見
る
。
し
か
も
、
北
畠
国
司
よ
り
志
摩
一
国
を
拝
領
し
た
九
鬼
嘉

隆
に
神
戸
が
押
収
さ
れ
た
こ
と
で
、
伊
雑
宮
神
人
の
運
動
は
、
従
来
の
神

社
復
興
に
神
戸
返
還
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
自
社
の
訴
え
を
際
立
た
せ
る
た

め
に
新
た
な
神
社
縁
起
の
創
作
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
運
動
を
よ
く
思
わ
な
い
九
鬼
氏
は
、
寛
永
二
年
、
伊

雑
宮
神
人
五
十
余
人
を
神
島
流
刑
に
処
し
た
。
そ
れ
で
も
運
動
は
治
ま
ら

ず
、
同
十
三
年
（
一
六
三
六
）
四
月
、
将
軍
家
光
の
日
光
廟
社
参
の
時
に
、

神
人
代
表
の
山
口
九
右
衛
門
等
が
神
訴
状
を
も
っ
て
直
訴
し
て
い
る（
（1
（

。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
伊
雑
宮
神
人
と
『
大
成
経
』
と
の
接
点
が
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ま
だ
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。そ
の
後
、神
人
等
は「
伊
勢
三
宮
説
」（
寛

文
事
件
後
「
伊
勢
二
社
三
宮
説
」
に
発
展
）
や
伊
雑
宮
の
「
内
宮
本
宮
説
」

な
ど
を
主
張
す
る
な
か
で
、
鷦
鷯
本
『
大
成
経
』
に
そ
れ
ら
の
説
を
挿
入

し
て
い
く
。
そ
の
実
行
者
は
、
神
人
代
表
の
大
崎
（
中
村
）
兵
太
夫
に
依

頼
さ
れ
た
上
州
沼
田
出
身
の
長
野
采
女
と
さ
れ
る
。
寛
文
事
件
後
、
兵
太

夫
は
失
踪
し
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
鳥
羽
藩
の
密
命
に
よ
り
暗
殺

さ
れ
る
が
、
そ
の
間
采
女
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
は
、
岩
田
氏

の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
森
田
博
士
が
注
目
し
た
『
大
成
経
』
の
編
者
と
目
さ
れ
る

も
う
ひ
と
り
の
人
物
が
高
野
山
蓮
花
谷
の
按
察
院
光
宥
法
印
で
あ
る
。
光

宥
は
駿
府
城
や
二
条
城
な
ど
で
神
君
徳
川
家
康
や
将
軍
秀
忠
の
御
前
論
議

に
論
者
の
一
人
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
高
野
山
の
碩
学
と
し
て
知
ら
れ
た

が
、
ゆ
え
あ
っ
て
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
八
月
、
伊
豆
大
島
に
配
流
と

な
る
。
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
十
月
、
赦
免
さ
れ
て
江
戸
に
寄
寓
す

る（
11
（

と
、
そ
の
翌
年
、
光
宥
は
山
鹿
素
行
に
神
代
紀
を
講
義
し
て
い
る
。
素

行
の
『
年
譜
』
寛
永
十
六
年
条
に
は
、

　
　

�

今
年
神
道
を
光
宥
よ
り
相
承
く
。（
高
野
按
察
院
な
り
、
神
代
上
下

を
講
ず
。）
季
秋
晦
日
よ
り
十
月
朔
に
迄
り
て
畢
る
。
三
十
余
日
別

火
し
て
素
を
食
す（
1（
（

。

と
あ
る
。
当
時
十
八
歳
の
素
行
は
、
光
宥
よ
り
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を

一
月
間
修
養
の
末
に
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
。『
配
所
残
筆
』
に
は
「
十
七

歳
之
冬
、
高
野
按
察
院
光
宥
法
印
ゟ
神
道
令
二
伝
授
一
候
、
神
代
之
巻
ハ

不
レ
及
レ
申
、
神
道
之
秘
伝
、
不
レ
残
令
二
伝
授（
11
（

一
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
、

真
言
流
神
道
に
よ
る
神
代
巻
講
義
と
と
も
に
両
部
神
道
の
秘
伝
が
伝
授
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
十
九
年
九
月
、
素
行
は
小
幡
景
憲
か
ら
兵
法
の
印

可
を
受
け
る
が
、
そ
の
印
可
状
の
「
筆
者
は
高
野
按
察
院
先
住
光
宥（
11
（

」
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
光
宥
が
大
赦
を
受
け
て
帰
山
す
る
の
が
慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）
十
一
月
で
あ
る
か
ら（
11
（

、『
年
譜
』
に
は
見
え
な
い
が
、
そ
の

間
も
し
ば
し
ば
素
行
は
光
宥
か
ら
神
道
な
ど
の
教
授
を
受
け
て
い
た
と
い

え
よ
う（
11
（

。
光
宥
は
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
九
月

二
十
三
日
に
入
寂
す
る（
11
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
光
宥
が
『
大
成
経
』
に
関
わ
っ
た
と
い
う
史
料
は
未
見
で

あ
り
、『
密
教
大
辞
典
』「
光
宥
」
の
項
に
も
、『
大
成
経
』
の
記
事
は
一

切
出
て
来
な
い
。そ
こ
で
敢
え
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、赦
免
後
、

光
宥
が
「
武
府
深
川
之
旅
館
」
に
寄
寓
し
た
こ
と
と
、
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
八
月
十
五
日
に
、
長
野
采
女
（
竹
内
重
好
）
父
子
が
深
川

八
幡
社
に
『
大
成
経
』
七
十
二
巻
を
奉
納
し
て
い
る（
11
（

こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
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何
ら
か
の
接
点
乃
至
関
係
が
見
出
せ
そ
う
で
あ
る
が
、
不
明
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
潮
音
の
『
大
成
経
』
を
依い

田だ

徧
無
為
が
『
大
成
経
由
来
記
』
で

高
野
本
と
称
し
、
ま
た
森
田
博
士
が
前
掲
論
文
で
紹
介
し
た
大
国
魂
神
社

所
蔵
『
旧
事
大
成
経
』
巻
四
十
五
「
祝
言
本
紀
」
表
紙
の
見
返
し
に
あ
る

張
り
紙
に
は
、「
祝
言
本
紀
有
二
三
本
一
、一
者
出
二
於
高
野
山
庵
室
坊
一
、

今
称
二
庵
室
本
一
。
二
者
出
二
於
忌
部
家
一
、
今
称
二
鷦
鷯
本
一
焉
。
三
者
出
二

於
斎
宮
一
、
而
伝
二
于
有
原
家
一
、
是
称
二
長
野
本
一
也
」
と
あ
り
、
河
野
博

士
が
前
掲
書
で
紹
介
し
た
『
吾
道
宮
縁
由
』
に
は
、『
大
成
経
』
は
、「
近

江
佐
々
木
明
神
之
宮
、
高
野
庵イ
ム
ロ室
清
滝
明
神
之
宮
、
上
州
箕ミ
ノ
ワ輪
城
長
野
信

濃
守
ノ
家
ト
三
ヶ
所
ニ
相
伝
有
来
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
光
宥
と
『
大
成

経
』
と
の
関
係
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
が
、
闇
斎
と
光
宥

と
の
接
点
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　

光
宥
が
入
寂
し
た
年
の
十
二
月
、伊
雑
宮
神
人
は『
伊
勢
三
宮
之
図
』を
、

つ
い
で
六
年
後
の
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
八
月
に
『
伊
雑
宮
旧
記
勘
文
』

を
著
し
て
内
宮
本
宮
説
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
翌
年
幕
府
寺
社
奉
行
井

上
正
利
に
否
定
さ
れ
た
後
、
寛
文
事
件
に
及
ぶ
の
で
あ
る（
11
（

。

　

な
お
、
山
崎
闇
斎
が
井
上
正
利
邸
に
寄
寓
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
暦

四
年
（
一
六
五
八
）
か
ら
で
、
以
後
毎
年
三
月
に
東
遊
し
、
八
月
に
帰
京

し
て
い
る（
11
（

。
よ
っ
て
、
井
上
邸
（
寺
社
奉
行
所
を
兼
ね
る
）
に
寄
寓
す
る

闇
斎
が
、
こ
の
一
連
の
事
件
を
知
っ
て
い
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
く
、

井
上
奉
行
か
ら
こ
の
件
で
諮
問
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ

よ
う（
11
（

。
岩
田
氏
に
よ
る
と
、
井
上
奉
行
は
万
治
二
年
五
月
二
日
に
伊
雑
宮

再
興
の
申
請
書
を
一
旦
受
理
す
る
が
、
そ
の
後
八
月
十
八
日
に
神
人
等
を

召
し
出
し
、「
伊
雑
宮
は
内
宮
の
別
宮
な
る
と
こ
ろ
、
何
故
内
宮
と
共
に

伊
勢
三
宮
と
申
す
や
、
こ
れ
曲
事
な
り
、
故
に
伊
雑
宮
の
再
興
は
ま
か
り

な
ら
ぬ
」
と
申
し
渡
し
、
申
請
を
却
下
し
た
と
い
う（
1（
（

。

　

闇
斎
は
、
昨
年
同
様
そ
の
年
も
三
月
（
二
十
三
日
）
に
東
遊
し
、
井
上

奉
行
の
却
下
申
し
渡
し
の
日
（
八
月
十
八
日
）
に
帰
京
、
昨
年
に
続
き
帰

途
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
て
い
る（
11
（

。
こ
の
帰
京
の
日
が
、
伊
雑
宮
神
人
に
却

下
が
下
さ
れ
た
日
と
同
じ
で
あ
る
の
を
偶
然
と
み
る
の
か
、
そ
れ
と
も
井

上
奉
行
の
却
下
申
し
渡
し
を
見
届
け
た
上
で
帰
京
し
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
。
だ
が
、
帰
途
参
宮
し
た
の
は
、
闇
斎
が
井
上
奉
行
か
ら
こ
の
件
で
諮

問
を
受
け
て
い
た
の
な
ら
、
神
宮
で
伊
雑
宮
対
策
の
中
心
的
人
物
の
ひ
と

り
で
、
の
ち
に
伊
勢
系
「
中
臣
祓
」
の
伝
授
を
受
け
る
大
宮
司
大
中
臣
精

長
や
外
宮
権
禰
宜
度
会
延
佳
等
に
、
そ
の
件
を
報
告
す
る
た
め
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
闇
斎
が
『
大
成
経
』
を
、
伊
雑
宮

神
人
の
偽
説
を
知
ら
ず
に
引
用
抜
粋
し
て
い
た
、
と
す
る
前
述
の
吉
見
幸

和
の
疑
い
が
杞
憂
に
過
ぎ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
件
の
事
情
は
幸
和
よ
り

も
詳
し
か
っ
た
、
と
も
言
え
よ
う
。

　

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
二
月
、
潮
音
が
『
聖
徳
太
子
十
七
条
憲
法
註
』
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を
板
行
す
る
。
河
野
博
士
に
よ
る
と
、
こ
の
書
に
『
大
成
経
』
の
影
響
は

見
ら
れ
な
い
と
い
う（
11
（

。
同
年
六
月
上
旬
、
東
武
に
て
謹
書
の
跋
文
を
も
つ

鷦
鷯
本
『
大
成
経
』
三
十
一
巻
が
、
京
極
内
蔵
之
助
に
よ
り
板
行
さ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
三
年
後
の
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
十
二
月
六
日
、
林
鵞
峰
は

こ
の「
旧
事
大
成
経
鷦
鷯
伝
新
板
一
部
十
六
冊
」を
借
り
受
け
て
通
覧
し
、

偽
書
と
の
疑
い
を
強
く
し
て
い
る（
11
（

。

　

延
宝
三
年
、
潮
音
は
京
極
氏
よ
り
『
大
成
経
』
正
部
（
三
十
一
巻
）
を

求
め
通
読
し
、
さ
ら
に
別
の
「
神
教
経
」、「
宗
徳
経（
11
（

」
と
「
聖
皇
本
紀（
11
（

」、

そ
し
て
池
田
逸
士
が
持
参
し
た
「
憲
法
本
紀（
11
（

」
を
そ
れ
ぞ
れ
板
行
し
た
と

い
う（
11
（

。
な
お
、
岩
田
氏
は
、
こ
れ
ら
の
書
は
潮
音
で
は
な
く
長
野
采
女
に

よ
る
板
行
と
見
て
い
る（
11
（

。

　

刊
記
に
よ
る
と
、「
憲
法
本
紀
」
は
『
聖
徳
太
子
五
憲
法
』
と
し
て
延

宝
三
年
五
月
に
、「
神
教
経
」
と
「
宗
徳
経
」
は
延
宝
四
年
五
月
に
板
行

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
延
宝
七
年
五
月
に
「
礼
綱
本
紀（
11
（

」
が
板
行
さ
れ
、
同

年
九
月
に
『
旧
事
大
成
経
』
全
七
十
二
巻
が
潮
音
に
よ
り
江
戸
室
町
の
書

肆
よ
り
板
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
間
の
延
宝
六
年
十
月
二
日
、
山
鹿
素
行
が
『
大
成
経
』

を
書
写
し
、
翌
日
返
却
し
た
こ
と
が
前
述
の
『
年
譜
』
に
見
え
る（
1（
（

。
そ
の

件
に
つ
い
て
、
か
つ
て
阿
部
隆
一
博
士
が
平
戸
山
鹿
家
の
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
巻
五
十
九
の
「
礼
綱
本
紀
」
下
巻
上
の
大
部
分
と
巻
六
十
の
「
礼

綱
本
紀
」
下
巻
下
、
お
よ
び
巻
六
十
八
の
「
軍
旅
本
紀
」
下
巻
の
一
部
の

写
本
が
見
つ
か
り
、
そ
の
一
部
は
素
行
の
自
筆
で
あ
っ
た
が
、
多
く
が
他

筆
で
あ
っ
た
事
を
報
告
し
て
い
る（
11
（

。

　

な
お
、「
礼
綱
本
紀
」
と
「
軍
旅
本
紀
」
は
、
当
時
と
も
に
未
板
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
素
行
が
書
写
し
て
い
た
と
は
、『
大
成
経
』
続
部
の

写
本
が
一
部
出
回
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
ろ
う（
11
（

。

　

さ
き
に
闇
斎
が
伊
雑
宮
神
人
の
偽
説
「
伊
勢
二
社
三
宮
説
」
や
「
内
宮

本
宮
説
」
を
、
寺
社
奉
行
井
上
正
利
を
通
じ
て
万
治
二
年
の
頃
に
は
知
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
、
と
推
測
し
た
が
、
な
ら
ば
闇
斎
は
『
大
成
経
』
を
い

つ
頃
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
探
る
手
が
か
り
の
一
つ
と
し
て
、

闇
斎
が
『
大
成
経
』
編
纂
者
の
ひ
と
り
と
目
さ
れ
る
忌
部
丹
斎
に
師
事
し

た
と
の
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
伝
承
を
残
し
た
の
は
闇
斎
の
高
弟
植
田
艮
背

（
初
代
広
島
藩
儒
）
で
あ
る
。
彼
は
『
艮
背
語
録
』
で
「
霊
社
、
忌
部
家

の
神
道
は
忌
部
丹
斎
よ
り
御
相
伝
と
御
物
語
に
て
承
申
候
」
と
伝
え
る（
11
（

。

そ
の
伝
承
と
、「
霊
社
」
こ
と
闇
斎
が
、
忌
部
正
通
の
『
神
代
口
訣
』
を

寛
文
四
年
に
校
刊
し
た
こ
と
か
ら
、
同
二
年
頃
に
そ
の
書
を
丹
斎
か
ら
受

け
た
の
で
は
な
い
か
、
と
近
藤
啓
吾
翁
は
推
測
す
る（
11
（

。

　

な
お
、
忌
部
丹
斎
と
は
、
素
行
に
「
忌
部
氏
神
道
之
口
訣
」
を
残
ら
ず

相
伝
し
た
広
田
坦
斎
と
同
一
人
物
で
あ
る
（『
配
所
残
筆
』）。
山
本
信
哉

博
士
に
よ
る
と
、
坦
斎
は
「
慶
長
十
二
年
に
猪
熊
少
将
勅
勘
の
時
、
其
縁
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坐
に
よ
つ
て
京
都
を
立
退
き
、
江
戸
に
寓
居
し
、
薙
髪
し
て
坦
斎
と
号
し

た（
11
（

」
と
い
う
。
ま
た
、
阿
部
博
士
は
、
坦
斎
は
「
正
保
慶
安
の
頃
没
し
た

と
伝
へ
る（
11
（

」
と
い
う
。
な
ら
ば
、
坦
斎
が
没
し
た
頃
は
、
闇
斎
が
二
十
七

歳
〜
三
十
五
歳
に
あ
た
り
、
ま
だ
神
道
研
究
を
本
格
的
に
行
っ
て
い
な
い

時
期
で
あ
る
。
し
か
も
、
当
時
坦
斎
は
江
戸
で
活
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
闇
斎
が
初
め
て
江
戸
へ
下
る
の
は
万
治
元
年
、
四
十
一
歳
の
時
で

あ
る
。
そ
こ
で
『
秦
山
集
』
十
六
が
伝
え
る
、
坦
斎
の
弟
子
で
幕
府
の
牢

屋
役
人
で
あ
っ
た
石
出
帯
刀
か
ら
伝
授
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う（
11
（

。

『
配
所
残
筆
』
に
は
、
坦
斎
死
後
は
素
行
が
帯
刀
に
神
書
の
指
導
を
し
た

と
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
大
成
経
』
が
忌
部
神
道
を
意
味
す
る
斎
元
神
道
を
特
に

重
ん
じ
た
こ
と
か
ら（
11
（

、
忌
部
氏
嫡
流
の
広
田
坦
斎
が
『
大
成
経
』
編
纂
者

の
ひ
と
り
と
目
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
伊
雑
宮
神
人
の
運

動
に
協
力
し
て
い
た
と
の
伝
承
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
藤
原
忠
儀
の
『
志

武
宇
地
話
』（
享
和
元
年
〔
一
八
〇
一
〕
成
）
に
「
志
摩
国
磯
辺
伊
雑
皇

太
神
宮
と
申
奉
る
は
、
今
八
丁
堀
に
鎮
座
（
中
略
）
往
古
磯
辺
の
神
職
出

口
市
正
忌
部
澹
斎
と
い
ふ
も
の
寛
永
の
始
江
府
に
く
だ
り
（
中
略
）
神
領

往
古
に
復
さ
ん
事（
11
（

」
と
あ
り
、
潮
音
著
『
扶
桑
護
仏
神
論
』
に
も
将
軍
家

光
日
光
社
参
の
折
、
坦
斎
が
阿
部
豊
後
守
に
『
大
成
経
』
を
献
上
し
た（
1（
（

と

い
う
。
そ
の
真
偽
は
兎
も
角
、
寛
永
の
頃
に
坦
斎
が
、
江
戸
に
お
い
て
伊

雑
宮
神
人
の
運
動
に
協
力
し
て
い
た
と
の
伝
承
は
、
闇
斎
と
の
関
係
を
探

る
上
で
も
注
意
し
た
い（
11
（

。

　

で
は
、
闇
斎
は
い
つ
頃
『
大
成
経
』
を
入
手
閲
覧
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

管
見
の
限
り
、
闇
斎
の
書
で
『
大
成
経
』
の
初
見
は
、
弟
子
の
浅
見
絅け
い

斎さ
い

に
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
『
神
代
口
訣
』
を
参
考
に
し
て
講
義
し
た
時

の
筆
記
録
『
垂
加
翁
神
代
記
講
義
』
に
一
ヶ
所
見
ら
れ
る
の
が
そ
れ
に
あ

た
ろ
う
。
そ
の
引
用
箇
所
は
「
神
祇
本
紀
」
下
巻
で
、
鷦
鷯
本
で
は
巻
五

に
あ
た
り
、
延
宝
本
で
は
巻
六
に
あ
た
る
。
絅
斎
が
闇
斎
に
入
門
し
た
の

は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
後
半
か
、
ま
た
は
明
年
初
め
と
さ
れ

る（
11
（

。
よ
っ
て
、
闇
斎
が
そ
の
講
義
を
し
た
の
は
延
宝
六
年
後
半
か
ら
明
年

の
初
め
ご
ろ
と
推
測
で
き
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
絅
斎
は
延
宝
七
年
四
、

五
月
頃
か
ら
出
入
り
を
禁
じ
ら
れ
、
破
門
状
態
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な

お
、当
時
延
宝
本
は
未
板
で
あ
る
か
ら
、闇
斎
が
見
て
い
た『
大
成
経
』は
、

鷦
鷯
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、士
清
の
旧
板
使
用
説
に
合
致
し
よ
う
。

　

闇
斎
は
絅
斎
を
破
門
し
た
三
年
後
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
九
月

十
六
日
に
亡
く
な
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
わ
ず
か
三
年
の
間
に
、
闇
斎
は
大

著
『
風
水
草
』
と
未
完
の
大
著
『
風
葉
集
』
を
纏
め
た
こ
と
に
な
る
。
す

る
と
、
引
用
個
所
の
極
め
て
多
い
『
風
水
草
』
の
編
纂
作
業
は
、
絅
斎
に

神
代
紀
を
講
義
し
た
頃
に
は
既
に
進
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
ら
ば
、『
風
水
草
』
も
鷦
鷯
本
を
使
用
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
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と
こ
ろ
が
、『
風
水
草
』
の
引
用
文
を
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
鷦
鷯
本
に

な
く
、
延
宝
本
に
見
ら
れ
る
個
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
に
『
風
水
草
』『
風
葉
集
』『
垂
加
翁
神
代
記
講
義
』
に
引

用
抜
粋
さ
れ
た
『
大
成
経
』
の
記
事
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　

二
、
闇
斎
が
引
用
抜
萃
し
た
『
旧
事
大
成
経
』
の
検
討

　

闇
斎
が
亡
く
な
る
年
の
五
月
に
作
成
し
た
蔵
書
目
録
『
垂
加
翁
書
籍
目

録
』
に
、「
旧
事
大
成
拔
書　

壱
巻（
11
（

」
が
あ
る
。
闇
斎
は
『
大
成
経
』
の
「
粹

言
」
抜
粋
書
を
予
め
作
成
し
、
そ
れ
を
用
い
て
『
風
水
草
』
等
を
編
纂
し

た
と
思
わ
れ
る
。

　

な
ら
ば
、
闇
斎
が
引
用
抜
粋
し
た
『
大
成
経
』
は
、
鷦
鷯
本
で
あ
っ
た

の
か
、そ
れ
と
も
延
宝
本
で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。も
ち
ろ
ん
、

闇
斎
は
広
田
坦
斎
ま
た
は
石
出
帯
刀
に
師
事
し
た
こ
と
か
ら
、
板
本
で
は

な
く
、
忌
部
家
伝
来
の
『
大
成
経
』
を
入
手
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
だ
が
、
未
見
の
た
め
、
こ
こ
は
板
本
二
本
を
対
象
に
検
討
す
る（
11
（

。

　

な
お
、
前
述
し
た
谷
川
士
清
の
旧
板
使
用
説
に
つ
い
て
、『
風
水
草
』

に
引
く
「
礼
綱
本
紀
」
が
問
題
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
鷦
鷯
本
の
「
神

代
皇
代
大
成
経
序
」
に
「
礼
綱
本
紀
」
の
書
名
は
見
え
る
が
、
掲
載
は
な

く
、
延
宝
本
の
「
雑
部
」（
続
部
・
副
部
）
に
は
じ
め
て
掲
載
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鷦
鷯
本
「
跋
文
」
に
よ
る
と
「
雑
部
数
十
巻
」
は

門
外
不
出
の
秘
書
と
し
て
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
山
鹿
素
行
が
延

宝
本
の
板
行
一
年
前
に
、「
雑
部
」
の
「
礼
綱
本
紀
」
と
「
軍
旅
本
紀
」

を
書
写
し
た
の
も
、そ
の
う
ち
の
一
部
な
の
か
も
し
れ
な
い
。と
す
る
と
、

闇
斎
も
旧
板
、
す
な
わ
ち
鷦
鷯
本
の
「
雑
部
」
を
見
て
い
た
可
能
性
は
捨

て
き
れ
な
い
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
表
一
「
旧
事
大
成
経
新
旧
構
成
比
較
表（
11
（

」
に
は
、
鷦
鷯

本
と
延
宝
本
の
目
次
構
成
を
あ
げ
、『
風
水
草
』『
風
葉
集
』『
垂
加
翁
神

代
記
講
義
』（「
神
代
講
義
」
と
略
称
）
に
引
用
し
た
本
紀
欄
に
圏
点
を
入

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、『
大
成
経
』
を
頻
繁
に
引
用
し
て
い

る
の
は
『
風
水
草
』
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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表一「旧事大成経新旧構成比較表」
鷦鷯本（旧板） 延宝本（新板） 風水草 風葉集 神代講義

神代皇代大成経序・伝 首一�神代皇代大成経序・伝
首二�先代旧事本紀目録

巻一�神代本紀 巻一�神代本紀
巻二�先天本紀

巻二�陰陽本紀 巻三�陰陽本紀
巻三�黄泉本紀 巻四�黄泉本紀
巻四�神祇本紀上 巻五�神祇本紀上 ○ ○

巻五�神祇本紀下
巻六�神祇本紀下 ○
巻七�神事本紀上
巻八�神事本紀下

巻六�天神本紀上 巻九�天神本紀上 ○
巻七�天神本紀下 巻一〇�天神本紀下 ○
巻八�地神本紀上 巻一一�地祇本紀上 ○
巻九�地神本紀下 巻一二�地祇本紀下
巻一〇�皇孫本紀上 巻一三�皇孫本紀上
巻一一�皇孫本紀下 巻一四�皇孫本紀下
巻一二�天孫本紀上 巻一五�天孫本紀上 ○
巻一三�天孫本紀下 巻一六�天孫本紀下 ○
巻一四�神皇本紀上・上 巻一七�神皇本紀上・上
巻一五�神皇本紀上・下 巻一八�神皇本紀上・下
巻一六�神皇本紀中・上 巻一九�神代本紀中・上
巻一七�神皇本紀中・下 巻二〇�神皇本紀中・下
巻一八�神皇本紀下・上 巻二一�神皇本紀下・上
巻一九�神皇本紀下・下 巻二二�神皇本紀下・下
巻二〇�天皇本紀上・上 巻二三�天皇本紀上・上 ○
巻二一�天皇本紀上・下 巻二四�天皇本紀上・下
巻二二�天皇本紀中・上 巻二五�天皇本紀中・上
巻二三�天皇本紀中・下 巻二六�天皇本紀中・下
巻二四�天皇本紀下・上 巻二七�天皇本紀下・上
巻二五�天皇本紀下・下 巻二八�天皇本紀下・下
巻二六�帝皇本紀上・上 巻二九�帝皇本紀上・上
巻二七�帝皇本紀上・下 巻三〇�帝皇本紀上・下
巻二八�帝皇本紀中・上 巻三一�帝皇本紀中・上 ○
巻二九�帝皇本紀中・下 巻三二�帝皇本紀中・下
巻三〇�帝皇本紀下・上 巻三三�帝皇本紀下・上
巻三一�帝皇本紀下・下 巻三四�帝皇本紀下・下
跋文 巻三五�聖皇本紀上・上

巻三六�聖皇本紀上・下
巻三七�聖皇本紀下・上
巻三八�聖皇本紀下・下
巻三九�政教本紀上・上
巻四〇�政教本紀上・下
巻四一�政教本紀中・上
巻四二�政教本紀中・下
巻四三�政教本紀下・上
巻四四�政教本紀下・下
巻四五�祝言本紀
巻四六�天政本紀
巻四七�太占本紀上
巻四八�太占本紀下
巻四九�暦道本紀上・上
巻五〇�暦道本紀上・下
巻五一�暦道本紀下・上
巻五二�暦道本紀下・下
巻五三�医綱本紀上・上
巻五四�医綱本紀上・下
巻五五�医綱本紀下・上
巻五六�医綱本紀下・下
巻五七�礼綱本紀上・上 ○
巻五八�礼綱本紀上・下
巻五九�礼綱本紀下・上
巻六〇�礼綱本紀下・下
巻六一�詠歌本紀上
巻六二�詠歌本紀下
巻六三�御語本紀上・上
巻六四�御語本紀上・下
巻六五�御語本紀下・上
巻六六�御語本紀下・下
巻六七�軍旅本紀上
巻六八�軍旅本紀下
巻六九�未然本紀
巻七〇�憲法本紀
巻七一�神社本紀
巻七二�国造本紀
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次
に
挙
げ
た
表
二
「
旧
事
大
成
経
新
旧
抜
粋
個
所
」
は
、
こ
の
三
書
に

引
用
し
た
『
大
成
経
』
の
抜
粋
点
数
で
あ
る
が
、『
風
葉
集
』
は
『
風
水
草
』

と
「
神
祇
本
紀
」
上
巻
で
一
点
重
複
し
、「
神
祇
本
紀
」
下
巻
は
『
垂
加

翁
神
代
記
講
義
』
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
『
風
水
草
』
に
あ

た
る
。
な
お
、『
風
水
草
』
で
「
天
孫
本
紀
」
下
巻
か
ら
多
く
抜
粋
引
用

し
て
い
る
の
は
、「
中
臣
祓
」
に
あ
る
国
津
罪
の
事
例
を
多
く
挙
げ
た
結

果
で
あ
る（
11
（

。

表二「旧事大成経新旧抜粋箇所」
旧板（新板） 本紀名 引用数
巻４（巻５） 神祇本紀上 ３箇所
巻５（巻６） 神祇本紀下 １箇所
巻６（巻９） 天神本紀上 １箇所
巻７（巻10） 天神本紀下 １箇所
巻８（巻11） 地祇本紀上 １箇所
巻1（（巻1（） 天孫本紀上 １箇所
巻1（（巻1（） 天孫本紀下 10箇所
巻（0（巻（（） 天皇本紀上巻上 ３箇所
巻（（（巻（1） 帝皇本紀中巻上 １箇所
　＊（巻（（） 礼綱本紀上巻上 ３箇所

　

で
は
、『
風
水
草
』
か
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う（
11
（

。
そ
も
そ
も
闇

斎
の
編
纂
方
針
は
、
孔
子
の
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
の
方
針
を
尊
重
し
て
、

自
説
は
で
き
る
だ
け
述
べ
ず
、
他
書
の
説
を
も
っ
て
そ
れ
を
代
弁
さ
せ
る

方
針
を
と
る
。
よ
っ
て
、
引
用
抜
粋
し
た
記
事
は
、
基
本
的
に
闇
斎
が
「
粹

言
」
と
し
て
採
用
し
た
説
と
い
え
る
。

「
中
臣
祓
」
概
説
の
項
（
大
系
本
三
・
四
頁
、
全
集
本
三
六
二
・
三
六
三
頁
）

　
『
風
水
草
』
上
巻
の
巻
頭
は
、「
中
臣
祓
」
の
概
説
か
ら
始
ま
る
。
闇
斎

は
「
中
臣
祓
」
は
神
武
天
皇
の
時
代
に
、
天
種
子
命
が
、
祖
父
天
児
屋
命

が
掌
っ
て
き
た
道
を
祝
詞
と
し
て
奏
上
し
た
も
の
と
い
い
、
そ
の
持
論
の

根
拠
と
し
て
、『
旧
事
紀
』
や
『
古
語
拾
遺
』
か
ら
関
連
記
事
を
挙
げ
る
。

　

次
に
「
嘉
按
」（
嘉
＝
闇
斎
が
考
え
る
所
）
と
し
て
持
論
を
示
す
。
す

な
わ
ち
、
種
子
命
は
「
神
代
文
字
」
で
祝
詞
を
書
い
て
奏
上
し
た
が
、
応

神
天
皇
の
時
代
に
、
漢
字
が
渡
来
し
、
菟
道
王
（
応
神
天
皇
皇
子
菟
道
稚

郎
子
を
指
す
）
の
よ
う
な
「
倭
漢
之
訓
」
に
通
じ
た
人
が
出
、
用
明
天
皇

の
時
に
は
聖
徳
太
子
が
「
倭
訓
」
を
「
漢
字
」
に
附
す
こ
と
で
「
今
本
」

の
よ
う
な
宣
命
体
に
な
っ
た
と
説
く
。
な
お
、
卜
部
抄
で
は
、
そ
れ
を
常

磐
連
と
す
る
が
、
闇
斎
は
「
未
詳
」
と
す
る
。
以
上
は
「
垂
加
社
語
」（
闇

斎
語
録
）に
も
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、垂
加
神
道
で
重
視
し
た
説
で
あ
る
が
、

そ
の
根
拠
に
『
大
成
経
』（
延
宝
本
、
以
下
同
じ
）
巻
三
一
「
帝
皇
本
紀
」
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中
巻
上
「
用
明
天
皇
元
年
五
月
」
条
を
引
用
す
る
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
上
宮
皇
子
」（
聖
徳
太
子
）
は
、
わ
が
国
の
訓
を
「
秦
字
」

（
漢
字
）
に
附
し
、
漢
字
を
「
我
字
」
に
す
れ
ば
、
わ
が
国
の
風
俗
が
外

国
に
通
じ
、「
天ヨ
ノ
ナ
カ
ノ
コ
ト
ワ
ザ

覆
物
事
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
わ
が
国
に

と
っ
て
も
有
用
で
あ
る
、
と
用
明
天
皇
に
上
奏
し
た
と
の
伝
承
で
あ
る
。

闇
斎
は
儒
者
に
は
珍
し
く
聖
徳
太
子
に
否
定
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
が
『
大
成
経
』
の
引
用
に
も
繋
が
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

な
お
、『
風
水
草
』
と
『
大
成
経
』
の
語
句
の
異
同
に
関
し
て
は
、
大

系
本
『
風
水
草
』
は
「
学
弘
才
荒
ヲ
ヲ
ヒ
ニ

」
と
ル
ビ
が
付
き
、
延
宝
本
と
全
集

本
『
風
水
草
』
は
「
学
弘
ク
才
荒
ク
シ
テ
」
と
あ
り
、
鷦
鷯
本
は
白
文
の

た
め
訓
は
不
明
で
あ
る
。

　

次
に
闇
斎
の
持
論
と
し
て
、
日
本
語
に
は
「
倭
語
」（「
ナ
カ
ト
ミ
ハ
ラ

ヒ
」）
と
「
漢
字
」（「
中
臣
祓
」）
が
あ
り
、「
漢
字
」
に
は
さ
ら
に
「
訓
義
」

（「
高
天
原
・
神
留
坐
」）
を
取
る
場
合
と
、「
音
声
」（「
尓
・
須
」）
を
借

り
る
場
合
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
使
い
分
け
て
和
文
を
作
る
の
が
「
神
道

書
法
」
で
あ
り
、「
八
幡
神
意
之
遺
法
」
で
も
あ
る
と
す
る
。

　

そ
の
根
拠
に
『
大
成
経
』
巻
二
三
「
天
皇
本
紀
」
上
巻
・
上
「
応
神
天

皇
十
九
年
十
月
」
条
を
引
用
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
住
吉
大
神
か
ら
、

わ
が
国
に
漢
字
を
伝
え
た
王
仁
は
、
支
那
の
道
理
を
も
っ
て
わ
が
国
の
道

理
を
理
解
す
る
た
め
、か
え
っ
て
神
代
を
謾あ
な
ど

り
、皇
代
を
軽
ん
じ
て
い
る
、

と
の
託
宣
が
出
る
。
そ
こ
で
応
神
天
皇
は
王
仁
を
召
し
出
し
、
汝
の
国
は

「
人
国
」
だ
が
わ
が
国
は
「
神
国
」
で
あ
る
か
ら
、
汝
の
国
の
道
理
で
わ

が
国
の
文
章
を
理
解
し
て
は
い
け
な
い
。ま
た
、「
神
代
正
直
、吾
国
直
国
」

で
あ
る
か
ら
、「
異
国
巧
理
」
を
用
い
て
わ
が
国
の
「
正
直
書
」
を
理
解

し
よ
う
と
す
れ
ば
、「
神
法
妙
」
を
謾
り
、「
神
験
徳
」
を
失
し
て
「
吾
国

威
」
を
廃
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
注
意
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
闇
斎
は
、

こ
の
記
事
を
根
拠
に
、
神
代
か
ら
の
日
本
語
の
真
理
が
漢
字
の
巧
理
に

よ
っ
て
失
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
応
神
天
皇
の
御
蔭
、
す
な
わ
ち
「
八
幡

神
意
之
遺
法
」
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

語
句
の
異
同
に
関
し
て
は
、『
風
水
草
』
と
延
宝
本
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、

鷦
鷯
本
は
「
八
節
之
法
」
の
「
之
」
が
無
く
、「
韓
国
人
文
」
の
「
韓
」

を
「
諱
」
に
、「
純
一
弘
自
」
の
「
純
」
を
「
専
」
に
し
て
い
る
。

「
高
日
乃
国
」
項
（
大
系
本
五
三
頁
、
全
集
本
四
二
七
頁
）

　

こ
こ
か
ら
『
風
水
草
』
中
巻
に
入
る
。「
高
日
乃
国
」
と
は
、
吉
田
本
「
中

臣
祓
」
や
『
延
喜
式
』「
大
祓
祝
詞
」
で
は
「
日
高
見
国
」
と
あ
る
。
闇

斎
は
伊
勢
本
「
中
臣
祓
」
を
用
い
る
た
め
、「
高
日
乃
国
」
を
採
用
す
る
。

こ
の
項
で
は
「
高
日
」
と
「
日
高
」
の
順
で
各
事
例
を
あ
げ
る
な
か
で
、

「
日
高
」
の
事
例
の
最
初
に
『
大
成
経
』
巻
一
〇
「
天
神
本
紀
」
下
巻
を

挙
げ
て
い
る
。
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語
句
の
異
同
に
関
し
て
は
、『
風
水
草
』は
大
系
本
・
全
集
本
と
も
に「
要

尊
城
」
と
あ
り
、
延
宝
本
の
木
版
本
は
「
要キ
モ
ミ
コ
ト
ノ
ミ
キ

尊
域
」、
同
写
本
は

「
要キ
モ
ミ
コ
ト
ノ
ミ
ヤ

尊
城
」
と
あ
り
、
異
同
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、『
風
水
草
』
に
ル
ビ

は
な
い
。
一
方
の
鷦
鷯
本
は
、
左
の
通
り
、
多
く
の
個
所
で
異
同
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

�

夫
斎
元
道
者
天
得
吾
最
尊
三
光
遍
照
須
臾
失
最
尊
則
帝
神
悉
失
其
度

故
以
最
尊
為
要
帝
也
地
得
吾
日
高
見
国
五
穀
皆
登
須
臾
失
日
高
見
国

則
后
祇
悉
失
其
節
故
以
日
高
見
国
為
要
城
也

　

こ
れ
を
見
る
と
、
鷦
鷯
本
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
が
延
宝
本
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
奉
仕
」
項
（
大
系
本
五
九
・
六
四
・
六
七
頁
、
全
集
本
四
三
六
・
四
四
三
・
四
四
七
頁
）

　

こ
の
項
に
は
五
個
所
で
『
大
成
経
』
が
引
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
神

武
紀
」（『
風
水
草
』
は
「
神
武
紀
」
を
全
文
抜
粋
す
る
）
の
「
日
神
之
威
」

を
背
に
負
え
ば
、
刃
に
血
ぬ
ら
ず
し
て
虜
は
必
ず
自
ず
か
ら
敗
れ
る
、
と

の
神
武
天
皇
勅
語
の
後
に
、『
大
成
経
』巻
一
六「
天
孫
本
紀
」下
巻
の「
是

為
レ
事
者
依
二
方
吉
凶
一
、
其
法
元
也
」
を
引
く
。『
大
成
経
』
で
は
、
こ

の
引
用
文
の
前
に
「
神
武
紀
」
の
「（
戊
午
年
）
夏
四
月
丙
申
朔
甲
辰
」

か
ら
「
虜
必
自
敗
矣
、
僉
曰
、
然
」
ま
で
抜
粋
す
る
が
、「
天
皇
」
を
「
天

孫
」
に
、「
僉
曰
」
を
「
僉
一
同
曰
」
に
改
め
て
い
る
。
そ
れ
を
承
知
で
、

『
大
成
経
』
の
、
事
を
な
す
に
は
方
角
の
吉
凶
に
よ
る
の
が
道
理
で
あ
る
、

と
の
説
だ
け
を
あ
げ
、
次
に
「
嘉
謂
」
と
持
論
を
あ
げ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
軍
配
、
い
わ
ゆ
る
大
星
と
は
是
な
り
。
子
（
北
）

時
に
南
方
を
撃
ち
、
卯
（
東
）
時
に
西
方
を
撃
つ
よ
う
に
、
そ
の
時
の
方

角
を
負
う
て
こ
れ
に
向
か
う
と
は
、
す
な
わ
ち
「
大
日
孁
神
之
御
威
光
」

を
負
え
ば
、
必
ず
「
生
利
」
を
得
る
の
道
理
に
通
じ
る
も
の
で
、
こ
れ
を

「
星
」（
日
＋
生
）
字
に
蔵
し
て
伝
え
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
こ
も
持
論
の

根
拠
に
『
大
成
経
』
を
用
い
た
例
と
い
え
よ
う
。

　

語
句
の
異
同
に
関
し
て
は
、
鷦
鷯
本
の
み
は
「
是
軍
戦
法
向
日
撃
則
十

之
八
無
利
故
忌
向
太
陽
其
法
元
也
」
と
あ
る
。

　

二
個
所
目
と
三
個
所
目
は
、「
神
武
紀
」
の
「
金
色
霊
鵄
」
に
お
け
る

割
注
と
し
て
『
大
成
経
』
巻
一
六
「
天
孫
本
紀
」
下
巻
と
巻
五
「
神
祇
本

紀
」
上
巻
を
引
用
す
る
。
前
者
は
、
軍
陣
に
「
異
鳶
」
を
得
る
の
は
勝
利

を
知
る
由
縁
と
の
記
事
で
あ
る
。
後
者
は
、
鳶
神
は
も
と
「
日
宮
三
軍
幡
」

で
あ
っ
た
が
、
天
照
太
神
の
命
で
天
孫
を
救
う
た
め
鳶
に
変
化
し
て
や
っ

て
来
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
天
孫
の
勅
許
を
得
て
「
山
背
国
怨
兒
山
」
に

移
り
住
み
、
天
狗
神
を
領
す
と
あ
る
。
ま
た
、
異
説
で
は
、
天
人
熊
命
が

天
照
太
神
の
命
で
「
三
軍
璽
幡
」
に
な
り
、
常
に
「
天
門
前
」
に
立
っ
て
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「
咒
伏
誅
強
」
し
た
が
、
神
武
天
皇
の
時
に
「
金
色
鳶
」
に
変
化
し
て
「
勝

軍
瑞
」
に
な
っ
た
。
今
は
「
山
背
国
怨
兒
山
」
に
坐
す
大
神
で
あ
り
、「
魔

為
神
」
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

語
句
の
異
同
に
関
し
て
、
大
系
本
は
「
魔ア
マ
ノ
サ
コ為
神
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ

て
い
る
が
、
全
集
本
や
『
大
成
経
』
に
は
見
え
な
い
。

　

四
個
所
目
は
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
七
「
天
皇
本
紀
」
に
あ
る
「
令
二

茲
十
宝
一
謂
二
一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
一
、
而
布
瑠
部
、
由
良
由
良
止
布

瑠
部
」
と
あ
る
箇
所
の
割
注
に
、「
旧
事
大
成
第
六
曰
」
と
し
て
「
謂
二�

一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
一
而
振
二
揺
之
一
、
玲
瓏
玲
瓏
与
振
二
揺
之
一
」
を

引
く
。
こ
こ
は
珍
し
く
『
大
成
経
』
の
巻
数
を
明
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、

延
宝
本
で
は
、
巻
九
「
天
神
本
紀
」
上
巻
に
あ
た
り
、
巻
六
「
神
祇
本
紀
」

下
巻
に
は
み
え
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
鷦
鷯
本
で
は
、
巻
六
「
天
神
本
紀
」

上
巻
に
同
様
の
記
事
が
見
え
る
。
と
す
る
と
、
闇
斎
は
鷦
鷯
本
を
使
用
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
種
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る

と
、
鷦
鷯
本
よ
り
も
延
宝
本
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

鷦
鷯
本
「
一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
眞
振
揺
之
玲
瓏
振
揺
之
」

　

延
宝
本
「
一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
眞
振
揺
之
玲
瓏
玲
瓏
与
振
揺
之
」

　

風
水
草
「
一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
而
振
揺
之
玲
瓏
玲
瓏
与
振
揺
之
」

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
闇
斎
は
『
風
水
草
』
編
纂
当
初
は
鷦
鷯
本
を
使
用
し

て
い
た
が
、
延
宝
本
を
手
に
入
れ
た
後
、
そ
れ
に
変
え
た
も
の
の
、
巻
数

を
改
め
る
の
を
忘
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。そ
う
し
た
事
例
は
、『
風
葉
集
』

に
も
、「
旧
事
大
成
経
第
四
巻
、
盟
珠
誓
約
之
処
」
に
あ
り
、
そ
れ
は
鷦

鷯
本
の
「
神
祇
本
紀
」
上
巻
に
当
た
る
が
、
内
容
は
延
宝
本
の
巻
五
の
そ

れ
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、『
風
水
草
』
全
体
を
見
る
限
り
、
闇
斎
の
編

纂
に
そ
う
し
た
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
鷦
鷯

本
が
板
行
さ
れ
た
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
か
ら
延
宝
本
が
板
行
さ
れ
る

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
の
間
に
、
鷦
鷯
本
の
内
容
が
延
宝
本
に
改
め
ら

れ
て
い
く
過
程
の
中
間
本
を
入
手
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
闇
斎
は
こ
の
『
大
成
経
』
の
記
事
を
引
用
し
た
後
、「
嘉
謂
、

而
布
瑠
部
、
由
良
由
良
止
布
瑠
部
、
神
皇
系
図
・
類
聚
本
源
・
元
元
集
等
、

謂
二
之
咒
文
一
者
非
矣
、
社
家
往
往
不
レ
知
二
其
非
一
也
」
と
持
論
を
示
す
。

す
な
わ
ち
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
あ
る
「
而
布
瑠
部
、
由
良
由
良
止
布

瑠
部
」
を
伊
勢
神
道
系
の
『
神
皇
系
図
』・『
類
聚
神
祇
本
源
』・『
元
元
集
』

等
は
「
咒
文
」
と
す
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
、
多
く
の
社
家
も
そ
れ
に

気
付
い
て
い
な
い
と
い
う
。
闇
斎
が
咒
文
説
を
否
定
す
る
根
拠
に
『
大
成

経
』
の
「
振
揺
之
玲
瓏
玲
瓏
与
振
揺
之
」
を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
鈴
や
剣
の

よ
う
な
金
属
が
触
れ
あ
っ
て
美
し
い
音
を
奏
で
る
様
子
を
表
現
し
た
も
の

で
、
こ
の
記
事
の
前
後
に
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
「
神
楽
歌
儛
」
が
最
も

「
瑞
宝
」
の
縁
で
あ
る
、
と
あ
り
、
そ
の
後
に
「
伊
勢
御
師
口
傳
」
を
あ
げ
、

こ
れ
は
「
布
瑠
之
祝
文
」
で
あ
る
、
と
の
記
事
を
挙
げ
て
い
る
。
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五
個
所
目
は
、『
風
水
草
』
に
「
旧
事
大
成
五
十
七
曰
」
と
明
記
し
た

武
霊
雷
大
神
の
記
事
で
あ
る
。
巻
五
十
七
は
鷦
鷯
本
板
本
に
は
な
く
、
延

宝
本
の
巻
五
十
七
「
礼
綱
本
紀
」
上
巻
上
「
神
儀
第
一
」
の
項
に
当
た
る
。

内
容
は
、
武
霊
雷
大
神
が
剣
に
成
っ
て
「
天
隠
山
大
神
之
祠
」
に
降
臨
し
、

「
橿
原
宮
天
皇
」
す
な
わ
ち
神
武
天
皇
の
軍
を
助
け
、
遂
に
震フ

ル振
宮
に
鎮

座
す
る
。
そ
の
宮
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
罪
や
災
い
を
払
う
十
種
神
宝
を
納

め
、
そ
こ
で
毎
年
神
体
を
迎
え
る
「
震
振
礼
」
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
神

社
の
諸
神
は「
三
種
天
約
」（
三
約
―
宝
祚
不
変
・
異
国
不
侵
・
自
国
豊
安
）

を
護
持
す
る
。
こ
の
三
約
に
三
種
の
神
器
が
付
く
こ
と
か
ら
、
諸
神
は
こ

の
三
種
の
神
器
に
よ
り
つ
き
全
国
に
鎮
座
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

全
国
で
常
時
「
三
種
天
約
」
は
護
持
せ
ら
れ
、「
三
種
の
礼
」（
三
礼
―
敬

吾
天
皇
・
敬
吾
中
国
・
敬
吾
神
明
）
が
行
わ
れ
る
と
あ
る
。

　

こ
れ
は
わ
が
国
の
神
社
は
日
守
木
で
あ
る
、
と
の
闇
斎
の
持
論
に
近
似

す
る（
11
（

、
と
い
う
よ
り
も
補
強
し
て
い
る
と
さ
え
い
え
よ
う
。

「
天
御
蔭
日
御
蔭
隠
坐
」
項
（
大
系
本
八
六
・
八
九
頁
、
全
集
本
四
六
七
・
四
七
一
〜

四
七
二
頁
）

　

こ
こ
は
二
個
所
あ
る
。
ま
ず
一
個
所
目
は
、「
八
剣
」
の
こ
と
で
あ
る
。

天
武
天
皇
七
年
に
沙
門
道
行
に
よ
り
草
薙
剣
が
盗
ま
れ
た
記
事
の
補
注
と

し
て
『
神
名
秘
書
』
か
ら
、
そ
の
後
、
草
薙
剣
に
「
剣
七
柄
」
を
造
り
加

え
て
、
熱
田
社
を
「
八
剣
宮
」
と
し
た
記
事
を
挙
げ
る
。
そ
れ
に
続
い
て

「
嘉
謂
、
為
二
八
剣
一
之
事
、
亦
見
二
旧
事
大
成
一
也
」
と
コ
メ
ン
ト
を
付
す
。

こ
の
『
大
成
経
』
と
は
巻
五
七
「
礼
綱
本
紀
」
上
巻
上
「
神
儀
第
一
」
を

指
す
。
た
だ
し
、
こ
こ
は
日
本
武
尊
が
「
天
照
太
神
魂
剣
」
を
熱
田
宮
に

遷
座
し
、
そ
れ
と
は
別
に
「
八
口
剣
」
を
造
り
外
宮
に
納
め
た
「
八
剣
殿
」

の
伝
承
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
八
剣
」
を
造
っ
た
こ
と
に
関
す
る
別
の
伝
承

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
個
所
目
は
、
文
徳
・
清
和
両
天
皇
は
「
天
子
神
璽
・
寶
剣
・
符
節
・

鈴
印
等
」、
光
孝
天
皇
は
「
天
子
璽
綬
・
神
鏡
・
寶
剣
等
」
を
献
上
さ
れ

て
即
位
し
た
と
あ
る
記
事
に
続
い
て
『
大
成
経
』
を
引
く
。『
風
水
草
』

で
は「
旧
事
大
成
五
十
七
曰
」と
あ
る
通
り
、「
礼
綱
本
紀
」上
巻
上
の「
皇

儀
第
三
」
の
項
に
あ
た
る
。
こ
こ
は
天
皇
即
位
式
に
お
け
る
冠
や
三
種
の

神
器
や
装
束
な
ど
の
意
義
や
役
割
、そ
し
て
式
次
第
な
ど
を
詳
細
に
記
す
。

例
え
ば
、
即
位
日
に
か
ぶ
る
冠
は
「
天
孫
降
臨
時
所
レ
冠
天
上
之
冠
」
で

あ
り
、
即
位
式
で
は
三
つ
の
「
尊
壇
」
を
「
正
安
殿
」
に
設
け
、
中
央
は

「
天
皇
高
座
」、
左
は
「
日
神
・
月
神
・
星
神
高
座
」、
右
は
「
神
鏡
・
神
瓊
・

神
剣
高
座
」
と
あ
っ
て
、
天
皇
は
三
神
、
三
種
の
神
器
の
順
に
拝
礼
し
て

「
天
皇
高
座
」
に
就
く
と
あ
る
。

　

以
上
、
こ
の
項
は
持
論
の
根
拠
で
は
な
く
、
参
考
資
料
と
し
て
引
用
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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「
国
津
罪
」
項
（
大
系
本
一
〇
一
・
一
〇
二
、
全
集
本
四
八
六
〜
四
八
九
頁
）

　

こ
こ
は
「
天
孫
本
紀
」
上
・
下
巻
か
ら
七
個
所
引
用
し
て
い
る
。
例
え

ば
、『
大
成
経
』
は
「
凝
黒
身
」
に
「
コ
ク
ミ
」
の
ル
ビ
が
付
さ
れ
、『
風

水
草
』「
古
久
美
」
項
で
は
「
凝
黒
身
也
」
と
し
て
い
る
。
闇
斎
は
『
大

成
経
』
の
和
訓
に
注
視
し
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

語
句
の
異
同
に
関
し
て
は
、
鷦
鷯
本
と
の
異
同
の
多
さ
が
目
立
つ
。
例

え
ば
、「
于
奥
国
有
レ
神
」
を
鷦
鷯
本
（
巻
十
三
「
天
孫
本
紀
」
下
巻
）

は
「
于
時
奥
陸
有
神
」
と
あ
り
、「
令
三
皇
卒
刈
レ
之
食
二
荷
馬
・
荷
牛
一
」

を
鷦
鷯
本
（
同
右
）
は
「
皇
卒
之
使
牛
馬
食
之
」
と
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
、

『
風
水
草
』
は
延
宝
本
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
写
本
を
引
用
し
た
可
能
性
が

高
い
と
い
え
よ
う
。

「
高
津
鳥
災
」
項
（
大
系
本
一
〇
七
頁
、
全
集
本
四
九
三
頁
）

　

こ
こ
は
巻
十
六
「
天
孫
本
紀
」
下
巻
か
ら
二
個
所
引
用
し
て
い
る
。
内

容
は
鳥
神
と
天
狗
神
の
こ
と
で
あ
る
。

　

語
句
の
異
同
に
関
し
て
は
、『
風
水
草
』
大
系
本
・
全
集
本
と
も
に
「
形

如
二
流
電
一
」
を
延
宝
本
は
「
狀カ
タ
チ

如
二
流
電
一
」
と
し
、『
風
水
草
』
大
系

本
「
子
イ
マ
シ
ハ

勝
神
也
」
を
「
千イ
マ
シ
ハ
ケ
ナ
ル
カ
ミ
ナ
リ

勝
神
也
」
と
す
る
。
ま
た
、『
風
水
草
』「
此

縁
之
起
也
」
を
鷦
鷯
本
は
「
此
縁
也
」
と
す
る
ほ
か
、
鷦
鷯
本
は
頗
る
異

同
が
多
い
。

「
畜
仆
蠱
物
爲
罪
」
項
（
大
系
本
一
〇
七
頁
、
全
集
本
四
九
四
頁
）

　

こ
こ
は
『
風
水
草
』
に
「
舊
事
大
成
。
牛
馬
倒
事
、
蠱
物
事
、
共
見
レ
前
」

と
あ
る
よ
う
に
、「
国
津
罪
」
項
で
前
出
し
た
巻
十
六
「
天
孫
本
紀
」
下

巻
と
重
複
す
る
。

　
「
国
津
罪
」
項
か
ら
こ
の
項
ま
で
は
、「
国
津
罪
」
の
事
例
を
引
用
し
た

も
の
で
あ
る
。

「
持
出
」
項
（
大
系
本
一
四
一
頁
、
全
集
本
五
二
八
〜
五
二
九
頁
）

　

こ
こ
は
巻
五
「
神
祇
本
紀
」
上
巻
か
ら
一
個
所
引
用
し
て
い
る
。『
風

水
草
』や
延
宝
本
は
、「
天
照
太
神
父
母
二
神
尊
恐
二
其
徳
勝
一
」と
あ
る
が
、

鷦
鷯
本
は
「
天
照
太
神
恐
父
母
二
神
尊
之
徳
勝
」
と
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
、

鷦
鷯
本
は
延
宝
本
に
な
る
ま
で
に
、
潮
音
等
に
よ
る
加
筆
訂
正
を
必
要
と

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
速
佐
須
良
比
咩
」
項
（
大
系
本
一
五
二
・
一
五
四
頁
、
全
集
本
五
四
二
・
五
四
五
頁
）

　

こ
こ
か
ら
『
風
水
草
』
下
巻
と
な
る
。
こ
の
項
は
二
個
所
引
用
し
て
い

る
。
ま
ず
一
個
所
目
は
、「
旧
事
大
成
曰
。
二
見
二
社
、
祓ハ
ラ
ヒ解
祈ノ
ミ
ノ

社
ナ
リ
、

瀬
織
津
姫
ノ
神
・
速ハ
ヤ
サ
ス
ラ

誘
流
姫
ノ
神
」
と
あ
る
が
、
こ
の
個
所
だ
け
典
拠
を
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見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
後
考
を
待
ち
た
い
。

　

二
個
所
目
は
、
巻
十
一
「
地
祇
本
紀
」
上
巻
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ

こ
は
八
雲
神
詠
を
素
戔
嗚
尊
で
は
な
く
、
奇
稲
田
姫
の
作
歌
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。『
風
水
草
』
は
大
系
本
・
全
集
本
と
も
に
「
始
為
二
奇
稲
田

姫
一
」と
あ
り
、延
宝
本
は「
時
為
二
奇
稲
田
姫
一
」と
あ
る
。鷦
鷯
本
は『
風

水
草
』
と
同
じ
で
あ
る
。
次
に
『
風
水
草
』
は
大
系
本
・
全
集
本
と
も
に

「
日
本
風
格
三
十
一
字
」
と
あ
る
が
、
延
宝
本
と
鷦
鷯
本
は
「
日ヤ
マ
ト
フ
リ

本
風

三
十
一
字
」
と
あ
る
。『
風
水
草
』
大
系
本
と
延
宝
本
は
「
作
和
詠
云
云
」

と
あ
り
、『
風
水
草
』
全
集
本
は
「
作
和
歌
云
云
」、
鷦
鷯
本
は
「
作
御
歌

云
云
」
と
あ
る
。

　

こ
こ
は
鷦
鷯
本
を
使
用
し
た
可
能
性
を
わ
ず
か
に
示
す
所
で
あ
る
。

　

最
後
に
『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
こ
こ
は
神
道

大
系
本
（
三
五
六
頁
）
に
、「
阿
波
禮
、･･･

ヲ
モ
シ
ロ
イ
ト
云
コ
ト
、
コ

コ
カ
ラ
ハ
ジ
マ
リ
タ
ゾ
。
コ
レ
ヲ
面
白
ト
云
字
ニ
カ
イ
テ
ア
ル
ハ
、
旧
事

大
成
ニ
ア
ル
ゾ
。
則
コ
コ
ノ
コ
ト
也
」
と
、「
面
白
」
と
い
う
漢
字
の
造

語
を
『
大
成
経
』
巻
六
「
神
祇
本
紀
」
下
巻
に
発
見
し
、
興
味
深
く
弟
子

の
絅
斎
に
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
延
宝
本
か
ら
抜
き
出
し
て

み
よ
う
。

　
　

�

此
時
天
ア
メ
ノ
ヒ
カ
リ
ト

光

宝
タ
カ
ラ
ノ
ヒ
カ
リ
ト

光
相ア
ヒ
ア
フ
テ合

視
ミ
ソ
ナ
ハ
ス
ニ

二
乎
群
マ
チ
カ
ン
タ
チ
ヲ

神
一

面ヲ
モ
ア
ラ
シ
ロ
ク

新
白

珍ウ
ツ
シ
シ
ロ
シ素

仍
テ

宣
ノ
タ
マ
フ

二

面ヲ
モ
シ
ロ
ト白

一
矣
、
人
以
テ

二

人
ヲ
カ
シ
キ
コ
ト
ヲ

興
一
今
云
フ

二
面
白
ト

一

是
レ
此
ノ

縁
コ
ト
ノ
モ
ト

也
、

　

な
お
、
鷦
鷯
本
で
は
巻
五
「
神
祇
本
紀
」
下
巻
に
あ
た
る
が
、
こ
の
箇

所
と
次
の
文
だ
け
が
何
故
か
見
当
た
ら
な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
『
垂
加
翁
神
代
記
講
義
』
の
時
点
で
、
鷦
鷯
本
よ
り
も

延
宝
本
に
よ
り
近
い
写
本
を
用
い
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
闇
斎
が
『
旧
事
大
成
経
』
を
引
用
し
た
理
由
を
検
討
し
て
き
た
。

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
闇
斎
が
持
論
の
根
拠
ま
た
は
補
強
に

用
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
使
用
し
た
『
大
成
経
』
は
、
引
用
文
で
は
延

宝
本
と
一
致
す
る
の
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、巻
数
を
明
記
し
た
と
こ
ろ
は
、

す
べ
て
鷦
鷯
本
と
合
致
し
て
い
た
。
引
用
語
句
の
中
に
は
、
鷦
鷯
本
と
合

致
し
、
延
宝
本
と
異
な
る
も
の
も
わ
ず
か
な
が
ら
あ
っ
た
。
だ
が
、『
垂

加
翁
神
代
記
講
義
』
に
あ
っ
た
「
面
白
」
の
記
事
は
、
板
本
の
鷦
鷯
本
に

は
な
か
っ
た
。

　

で
は
、
闇
斎
は
『
大
成
経
』
を
偽
書
と
知
ら
ず
に
引
用
し
て
い
た
の
で
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あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
大
成
経
』
の
な
か

に
「
伊
勢
二
社
三
宮
説
」
や
「
内
宮
本
宮
説
」
が
あ
り
、
し
か
も
万
治
二

年
に
寺
社
奉
行
井
上
正
利
か
ら
こ
の
件
で
諮
問
を
受
け
て
い
た
、
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
書
が
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
時
期
に

編
纂
さ
れ
た
書
で
あ
ろ
う
事
は
気
付
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も

闇
斎
が
持
論
の
根
拠
や
補
強
に
『
大
成
経
』
を
引
用
し
た
の
は
、
彼
の
神

道
神
学
を
よ
り
深
化
さ
せ
る
上
で
お
お
い
に
参
考
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な
使
用
法
は
、
他
の
神
道
書
の
引
用
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
る（
11
（

。

　

た
だ
し
、
闇
斎
は
、
引
用
文
に
は
徹
底
的
な
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

を
施
し
た
。
例
え
ば
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
引
用
文
を
本
稿
と
同
じ
よ

う
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
底
本
は
寛
永
板
本
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
原
文

の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
古
語
拾
遺
』
と
検
討
し
（
闇
斎
は
『
旧
事

紀
』
が
そ
れ
ら
の
三
書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
）、

そ
れ
に
無
い
場
合
は
、他
書
の『
旧
事
紀
』引
用
文
を
参
考
に
批
判
を
行
っ

た
結
果
、
度
会
延
佳
の
『
鼇
頭
旧
事
紀
』
よ
り
は
る
か
に
精
度
の
高
い
も

の
に
仕
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る（
1（
（

。

　

こ
う
し
た
例
か
ら
、
闇
斎
は
『
大
成
経
』
を
鷦
鷯
本
と
延
宝
本
の
板
本

と
、
さ
ら
に
写
本
を
も
っ
て
校
合
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

お
そ
ら
く
、
士
清
の
旧
板
使
用
説
は
、
闇
斎
の
名
誉
の
た
め
に
主
張
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
闇
斎
に
お
い
て
は
、
ど
れ
だ
け
評
判
の
悪
い
書
で

あ
ろ
う
と
も
、「
粹
言
」
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
史
料
批

判
し
た
上
で
後
人
の
参
考
に
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
た
。
そ
れ
が
尊
敬
す

る
舎
人
親
王
の
編
纂
方
針
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
闇
斎
は
貞

丈
や
幸
和
等
の
よ
う
な
次
元
と
は
は
る
か
に
異
な
る
御
仁
な
の
で
あ
る
。

注（1
）�

松
下
松
平
氏
に
よ
る
と
、『
旧
事
大
成
経
』
の
書
名
は
、「
先
代
旧
事
本
紀
・
神
代

皇
代
大
成
経
・
先
代
旧
事
大
成
経
、
又
は
単
に
大
成
経
と
も
い
ふ
」（「
旧
事
大
成

経
」〔『
国
史
辞
典
』
三
、
冨
山
房
、
昭
和
一
七
年
〕
三
九
四
頁
）
と
あ
る
が
、
本

稿
で
は
『
旧
事
大
成
経
』
ま
た
は
『
大
成
経
』
と
表
記
す
る
。

（
（
）『
旧
事
大
成
経
の
研
究
』（
藝
苑
社
、
昭
和
二
七
年
）
七
二
頁
。

（
（
）「
中
臣
祓
」
の
註
釈
書
で
闇
斎
晩
年
の
代
表
的
神
道
書
。

（
（
）�『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
註
釈
書
。
未
完
の
大
著
を
、
孫
弟
子
の
若
林
強
斎
が
最

終
的
に
纏
め
た
。

（
（
）「
旧
事
大
成
経
を
め
ぐ
る
問
題
」（『
悠
久
』
四
―
一
、
昭
和
二
七
年
）
六
三
頁
。

（
（
）�「『
旧
事
大
成
経
』
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」（『
神
道
史
の
研
究
』
皇
學
館
大
学

出
版
部
、
昭
和
四
八
年
。
初
出
『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
六
、
昭
和
四
三
年
）

四
四
九
頁
。

（
（
）�

谷
省
吾
・
金
土
重
順
編
『
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫　

今
井
似
閑
書
籍
奉
納
目
録
』

（
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
、
昭
和
五
九
年
）
に
よ
る
と
、
目
録
の
「
一
先
代
旧

事
本
紀
偽
書　

十
六
巻
」
項
に
貼
紙
し
て
似
閑
筆
の
「
題
ス

二
活
板
先
代
旧
事
本
紀
一
」

に
、『
旧
事
本
紀
』
と
称
す
書
は
三
種
あ
り
、
十
巻
の
『
旧
事
本
紀
』、
三
十
一
巻
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と
七
十
二
巻
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
あ
る
い
は
『
大
成
経
』
と
号
す
書
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
「
大
成
経
三
十
一
巻
」
は
「
慈
扁
」（
慈
遍
）
が
作
成
し
、
和
訓
は
「（
永

野
）
采
女
之
徒
」
が
付
与
し
た
か
、
と
推
測
し
、「
其
意
雖
モ

二
甚
深
ト

一
、
非
二
古

義
一
」
と
評
し
て
い
る
（
一
二
六
〜
一
二
七
頁
）。

（
（
）�『
増
補
大
神
宮
叢
書
一
八　

度
会
神
道
大
成　

後
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
一

年
所
収
。
二
書
の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、
引
用
は
こ
の
書
を
用
い
た
。

（
（
）�

本
書
奥
書
に
「
此
書
欲
レ
弁
二
五
部
書
一
而
誹
二
議
先
輩
一
。
誣
二
其
実
一
者
亦
多
矣
。

予
繙
二
覧
之
一
次
批
二
之
上
層
一
如
レ
右
。
蓋
有
レ
所
レ
不
レ
得
レ
已
也
。
／
寛
保
癸
亥

六
月
日　

谷
川
士
清
識
」（
叢
書
、
五
四
九
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

（
10
）�

こ
の
間
の
経
緯
は
、
岩
田
貞
雄
「
皇
大
神
宮
別
宮
伊
雑
宮
謀
計
事
件
の
真
相
―
偽

書
成
立
の
原
由
に
つ
い
て
―
」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
三
、

昭
和
四
九
年
）
が
詳
し
い
。

（
11
）�

七
十
二
巻
本
を
「
延
宝
本
」
と
す
る
の
は
、
松
下
松
平
氏
の
説
に
よ
る
。
松
下
氏

は
「
大
成
経
に
は
按
察
本
と
て
、
高
野
山
按
察
院
の
光
宥
法
印
（
中
略
）
の
旧
蔵

本
が
あ
っ
て
、
山
鹿
素
行
な
ど
も
光
宥
に
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
潮
音
は
こ
の

本
を
底
本
に
、
延
宝
七
年
出
版
し
た
と
も
い
う
が
、
ま
だ
私
は
確
認
し
得
な
い
。

実
は
こ
の
板
本
刊
行
が
潮
音
で
は
な
く
、
長
野
采
女
の
変
名
竹
内
重
好
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
存
し
、
七
十
二
巻
本
大
成
経
を
潮
音
本
と
は
称
し
難

い
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
、
刊
行
の
年
号
に
よ
っ
て
延
宝
本
と
略
称
す
る
こ
と
に

し
た
」（『
旧
事
紀
訓
解
』
新
国
民
社
、
昭
和
六
〇
年
、
一
七
頁
）
と
説
く
。

（
1（
）�

依
田
徧
無
為
著
『
大
成
経
来
由
記
』
に
「
長
野
本
ハ
長
野
家
ニ
伝
来
シ
テ
板
行
ニ

出
サ
ズ
」（
河
野
前
掲
書
一
二
八
頁
）
と
伝
え
る
。

（
1（
）�

闇
斎
の
慎
重
な
編
纂
方
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
山
崎
闇
斎
と
先
代
旧
事
本
紀
」

（
工
藤
浩
編
『
先
代
旧
事
本
紀
論
―
史
書
・
神
道
書
の
成
立
と
受
容
』
笠
間
書
院
、

平
成
三
〇
年
）
で
詳
説
し
た
。

（
1（
）�

序
文
は
宝
永
六
年
二
月
八
日
付
、伴
部
安
崇
の
作
。跋
文
は
享
保
十
五
年
八
月
付
、

勝
田
光
寛
の
作
。
国
会
図
書
館
所
蔵
、
墨
付
き
三
丁
裏
〜
四
丁
表
。

（
1（
）�

鎌
田
純
一
氏
は
、『
先
代
旧
事
本
紀
』十
巻
を
派
生
し
て
三
十
一
巻
本
の『
大
成
経
』

が
出
来
、「
次
に
そ
の
三
十
一
巻
本
（
鷦
鷯
本
）
の
文
章
を
改
め
、
そ
れ
に
諾
册

二
尊
、
天
照
大
神
、
聖
徳
太
子
の
信
仰
を
加
え
て
七
巻
と
し
、
更
に
続
の
部
を
加

え
て
七
十
二
巻
（
の
延
宝
本
）
が
作
ら
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
」（
カ
ッ

コ
内
は
西
岡
注
）（
鎌
田
純
一
『
先
代
舊
事
本
紀
の
研
究　

研
究
部
』〔
吉
川
弘
文

館
、
昭
和
三
七
年
〕
六
七
〜
六
八
頁
）
と
い
う
。
詳
細
は
、
表
一
「
旧
事
大
成
経

新
旧
構
成
比
較
表
」
の
参
照
を
願
う
。

（
1（
）�

岩
田
氏
に
よ
る
と
、
寛
文
事
件
の
「
伊
勢
三
宮
説
」
を
更
に
敷
衍
し
た
の
が
「
伊

勢
二
社
三
宮
説
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
「
三
宮
と
は
菟
道
宮
（
内
宮
、
瓊
瓊
杵

尊
）、
そ
の
本
宮
た
る
五
十
鈴
宮
（
伊
雑
宮
、
天
照
大
神
）、
豊
受
宮
（
外
宮
、
月

読
尊
）。
二
社
は
磯
部
大
歳
社
を
飯
井
宮
と
称
し
、
こ
の
宮
に
祀
ら
れ
た
猿
田
彦

大
神
社
と
磯
部
上
之
郷
千
田
寺
の
境
内
に
祀
ら
れ
た
大
己
貴
大
神
を
祀
っ
た
杵
築

大
社
」（
七
〇
頁
）
と
を
指
す
。

（
1（
）�

岩
田
前
掲
論
文
、
一
九
頁
。

（
1（
）�

同
右
二
三
頁
。

（
1（
）�

同
右
五
九
、八
〇
頁
。

（
（0
）�

小
笠
原
春
夫
『
国
儒
論
争
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
六
三
年
）
一
四
五
頁
。

な
お
、『
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
一
八
（
日
野
西
眞
定
編
『
新
校
高
野
春
秋
編
年

輯
録　

増
訂
版
』〔
名
著
出
版
、
平
成
三
年
〕
所
収
）
に
よ
る
と
、
一
時
「
武
府

深
川
之
旅
館
」
に
寄
宿
し
て
い
た
と
あ
る
（
四
一
一
頁
）。

（
（1
）�

廣
瀬
豊
編
『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』
一
五
（
岩
波
書
店
、
昭
和
一
六
年
、
以
下

『
素
行
全
集
』
と
略
記
す
る
）
所
収
一
八
頁
。

（
（（
）�
大
野
健
雄
・
秋
山
一
実
校
注
『
続
神
道
大
系　

論
説
編　

山
鹿
素
行
』（
神
道
大

系
編
纂
会
、
平
成
七
年
）
三
〇
二
頁
。

（
（（
）�
前
掲
『
素
行
全
集
』
一
五
、二
一
頁
。

（
（（
）�

前
掲
『
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
一
四
、三
三
一
頁
。

（
（（
）�

阿
部
隆
一
博
士
は
「
山
鹿
素
行
の
青
年
時
代
に
於
け
る
和
学
の
修
養
」（
慶
応
義
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塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第
四
巻
・
人
物
篇
、
汲

古
書
院
、
昭
和
六
三
年
。
初
出
『
帝
国
学
士
院
紀
事
』
四
―
二
、
昭
和
二
十
一
年
）

に
お
い
て
、「『
神
代
之
巻
ハ
不
及
申
、
神
道
之
秘
伝
不
残
令
伝
受
候
』
と
言
つ
て

を
る
所
を
見
る
と
、
此
の
時
一
回
に
限
ら
ず
、
そ
の
前
後
幾
回
か
光
宥
に
学
ぶ
こ

と
は
あ
り
得
、
寧
ろ
そ
の
方
が
当
然
と
考
へ
ら
れ
よ
う
」（
九
二
頁
）
と
い
う
。

（
（（
）�

密
教
大
辞
典
再
刊
委
員
会
編
『
密
教
大
辞
典
・
増
訂
版
』
第
二
巻
（
法
蔵
館
、
昭

和
四
四
年
）
五
五
六
頁
。

（
（（
）�

岩
田
前
掲
論
文
八
四
〜
八
五
頁
。

（
（（
）�

岩
田
前
掲
論
文
二
六
〜
二
七
、三
二
、四
六
、五
四
頁
。

（
（（
）�

近
藤
啓
吾
『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
昭
和
六
一
年
）
巻
末
「
年
譜
」

参
照
。

（
（0
）�

拙
著
『
近
世
出
雲
大
社
の
基
礎
的
研
究
』（
大
明
堂
の
ち
原
書
房
、
平
成
一
四
年
）

八
〇
頁
等
参
照
。

（
（1
）�

岩
田
前
掲
論
文
二
七
頁
。

（
（（
）�『
山
崎
家
譜
』（
近
藤
啓
吾
校
注
『
神
道
大
系
・
垂
加
神
道
』
上
、
神
道
大
系
編
纂

会
、
昭
和
五
九
年
。
以
下
『
垂
加
神
道
』
と
略
記
す
る
）
五
二
五
頁
。

（
（（
）�

河
野
前
掲
書
七
三
頁
。

（
（（
）�

林
鵞
峰
「
南
塾
乗
」（
山
本
武
夫
校
訂
『
南
塾
乗　

国
史
館
日
録
』
五
・
史
料
纂

集
一
四
三
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
一
七
年
）
九
八
頁
。
林
家
と
潮
音
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
矢
崎
浩
之
「
潮
音
道
海
の
羅
山
批
判
と
そ
の
意
図
―
『
扶
桑

護
仏
神
論
』
を
中
心
に
し
て
―
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
二
七
、
平
成
二
二
年
）

参
照
。

（
（（
）�

延
宝
本
の
巻
三
九
・
四
〇
の
「
政
教
本
紀
」
に
あ
た
る
。

（
（（
）�

延
宝
本
の
巻
三
五
〜
三
八
の
聖
徳
太
子
伝
に
あ
た
る
。

（
（（
）�

延
宝
本
の
巻
七
〇
に
あ
た
る
。

（
（（
）�

古
田
紹
欽「
潮
音
道
海
の
神
道
思
想
」（『
神
道
教
学
論
攷
』神
道
宗
教
学
会
編
刊
、

昭
和
五
〇
年
）
三
三
八
〜
三
三
九
頁
。

（
（（
）�

岩
田
前
掲
論
文
八
六
頁
。

（
（0
）�

延
宝
本
の
巻
五
七
〜
六
〇
に
あ
た
る
。

（
（1
）�

前
掲
『
素
行
全
集
』
一
五
、二
〇
〇
頁
。

（
（（
）�

阿
部
前
掲
論
文
九
五
頁
。

（
（（
）�

鷦
鷯
本
の
跋
文
に
、「
斯
本
紀
三
十
一
巻
之
外
、更
有
雑
部
十
巻
大
嘗
会
・
御
灌
頂
・

三
器
再
興
之
伝
・
八
雲
神
秘
・
軍
旅
本
紀
等
書
、
深
秘
于
家
」（
宮
東
斎
臣
編
『
鷦

鷯
伝
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聚
文
社
、
昭
和
五
六
年
、
七
七
三
頁
。
以
下
『
鷦

鷯
伝
』
と
略
記
す
る
）
と
あ
り
、
素
行
が
筆
写
し
た
「
軍
旅
本
紀
」
が
見
え
る
。

（
（（
）�『
艮
背
語
録
』（
前
掲
『
垂
加
神
道
』
上
）
四
四
六
頁
。

（
（（
）�

近
藤
前
掲
書
三
六
一
、五
二
一
頁
。

（
（（
）�

山
本
信
哉
「
山
鹿
素
行
子
の
聖
教
に
就
い
て
」（『
研
究
評
論
歴
史
教
育
』
八
―

一
〇
、
昭
和
九
年
）
二
七
頁
。

（
（（
）�

阿
部
前
掲
論
文
九
三
頁
。

（
（（
）�

慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
の
猪
熊
事
件
当
時
坦
斎
が
二
十
歳
前
後
で
あ
っ
た
と

仮
定
す
る
と
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
闇
斎
に
忌
部
神
道
を
伝
授
し
た
時
は

七
十
五
歳
前
後
と
な
る
。
な
お
、
石
出
帯
刀
は
寛
文
二
年
時
、
四
十
七
歳
、
闇
斎

は
算
え
四
十
五
歳
。

（
（（
）�

河
野
博
士
は
「『
大
成
経
』
は
中
臣
氏
（
卜
部
氏
）
の
宗
源
神
道
に
対
し
て
、
中

臣
氏
（
卜
部
氏
）
と
対
立
的
関
係
に
在
つ
た
忌
部
氏
（
斎
部
氏
）
の
斎
元
神
道
を

強
調
す
る
傾
向
の
著
し
い
神
道
書
で
あ
る
」（
前
掲
書
一
〇
一
頁
）
と
い
う
。

（
（0
）�

松
下
松
平
「
旧
事
大
成
経
」（
前
掲
『
国
史
辞
典
』
三
）
三
九
四
頁
。
同
様
の
記

事
は
『
武
江
年
表
』
に
も
見
ら
れ
る
。

（
（1
）�

岩
田
氏
は
、
こ
れ
は
寛
永
十
三
年
の
伊
雑
宮
神
人
山
口
九
右
衛
門
等
神
訴
状
を
誤

認
し
た
も
の
と
見
て
い
る
。
岩
田
前
掲
論
文
八
九
頁
。

（
（（
）�

岩
田
氏
は
「
丹
斎
の
大
成
経
と
云
え
る
も
の
は
、
ま
だ
自
己
の
忌
部
神
道
、
宗
源

神
道
を
説
い
た
初
期
の
大
成
経
で
あ
り
、
伊
勢
二
社
三
宮
説
を
盛
り
込
ん
だ
大
成

経
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
伊
勢
三
宮
説
を
網
羅
し
た
大
成
経
は
、
故
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に
丹
斎
の
死
後
長
野
采
女
に
受
け
つ
が
れ
て
完
成
す
る
の
で
あ
ろ
う
」（
前
掲
論

文
九
〇
頁
）
と
い
う
。

（
（（
）�

近
藤
前
掲
書
「
年
譜
」
五
二
六
頁
。

（
（（
）�

前
掲
『
垂
加
神
道
』
上
、
五
一
六
頁
。

（
（（
）�

本
稿
で
用
い
た
鷦
鷯
本
は
、
前
掲
『
鷦
鷯
伝
』
所
収
の
写
真
版
の
部
分
で
あ
る
。

一
方
の
延
宝
本
は
、
小
笠
原
春
夫
校
注
『
続
神
道
大
系
・
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』

一
〜
四
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
平
成
十
一
年
）
を
用
い
た
。
な
お
、
こ
の
延
宝
本

は
写
本（
武
田
本
）で
あ
る
。ほ
か
に
大
和
文
華
館
所
蔵
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー

タ
三
八
巻
本
（
木
版
本
）
と
佐
賀
県
立
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
先
代
旧
事
本
紀
』

三
八
巻
本
・
巻
五
欠
（
写
本
）
を
参
照
し
た
。

（
（（
）�

表
一
の
作
成
に
は
、「（
一
）
旧
事
紀
諸
本
目
次
一
覧
表
」（
前
掲
『
旧
事
紀
訓
解
』

所
収
）
を
参
考
に
し
た
。

（
（（
）�

河
野
博
士
は「
第
十
六
巻
天
孫
本
紀
下
に
於
い
て
、神
代
の
末
の
旧
事
に
か
け
て
、

大
祓
詞
の
う
ち
に
見
え
る
、国
津
罪
の
由
来
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、犯
レ
畜
罪
、

訇
虫
ノ
災
と
、
犯
レ
母
罪
、
白シ
ラ
ヒ
ト

斑
人
、
高
鳥
災
と
、
犯
二
母
与
一レ
子
罪
と
、
獣ケ
モ
ノ
タ
フ
シ倒、

蠱マ
ジ
モ
ノ物
せ
る
罪
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
合
に
発
生
し
た
事
情
を
説
い
て

ゐ
る
」（
河
野
前
掲
書
七
〇
〜
七
一
頁
）
と
い
う
。

（
（（
）�『
風
水
草
』
は
前
掲
『
垂
加
神
道
』
上
所
収
本
（
大
系
本
と
略
記
す
る
。
こ
れ
は

山
本
復
斎
自
筆
本
を
底
本
に
、
近
藤
翁
が
諸
本
と
校
合
し
た
も
の
）
と
『
新
編
山

崎
闇
斎
全
集
』
第
五
巻
（
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
五
三
年
）
所
収
本
（
全
集
本
と
略

記
す
る
。
こ
れ
は
正
親
町
家
蔵
本
と
さ
れ
る
）
を
用
い
る
。

（
（（
）�

拙
稿
「
神
籬
磐
境
考
―
垂
加
神
道
の
祭
政
一
致
観
―
」（
阪
本
是
丸
編
『
国
家
神

道
再
考
―
祭
政
一
致
国
家
の
形
成
と
展
開
―
』
弘
文
堂
、
平
成
一
八
年
所
収
）
参

照
。

（
（0
）�

谷
川
士
清
は
、
闇
斎
が
偽
書
と
知
ら
れ
た
書
か
ら
粹
言
を
取
っ
た
理
由
を
説
明
す

る
。「【
批
】（
前
略
）
所
謂
夫
五
部
書
、
因
多
後
世
伝
会
竄
雑
之
言
、
然
間
有
古

伝
明
説
、
不
可
不
講
究
者
、
故
我
垂
加
翁
、
存
其
所
聞
之
伝
、
以
貽
之
後
世
、
猶

礼
記
之
偽
書
、
雖
成
于
漢
儒
之
手
非
孔
氏
之
旧
、
発
其
蘊
奥
、
論
其
精
義
、
則
程

朱
亦
取
証
之
也
、（
後
略
）」（
前
掲
『
大
神
宮
叢
書
』
五
三
一
〜
五
三
二
頁
）。
こ

の
な
か
で
、『
礼
記
』
は
孔
子
の
書
と
い
わ
れ
る
が
実
は
漢
代
の
儒
者
が
編
纂
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
蘊
奥
を
き
わ
め
、
精
義
を
論
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

宋
学
を
代
表
す
る
程
兄
弟
や
朱
子
は
大
切
な
書
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
を
挙
げ
る

が
、
闇
斎
の
神
道
書
採
用
の
方
針
も
、
こ
の
辺
り
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（1
）�

前
掲
拙
稿
「
山
崎
闇
斎
と
先
代
旧
事
本
紀
」
参
照
。

追
記
、
こ
の
研
究
は
、
平
成
二
十
九
年
度
國
學
院
大
學
国
内
派
遣
研
究
の
成
果
の
一
部

で
あ
る
。


